








要約:白血病児の保護者と医療関係者が共通の喪失体験から悲嘆への対応を学び、今後の

死への正しい理解を深めるために、発病時から臨終前日まで患児と接してきた母親と面接

を行った。心理面接を受けることに対する母親の戸惑いが当初見られたが、傾聴していく

うちに患児との内面的な繋がりがもてたことを語り続けてくれた。心理面接を通して保護

者と医療関係者が身近な存在としてお互いを認識することが、患児の死への共通理解を深

めるものと思われた。


